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経験の浅い中学校社会科教師の授業開発・改善の事例研究
―多様な授業観による授業実践とライフヒストリーの関係に着目して―
A Case Study on the Lesson Development and Improvement by Inexperienced  
Social Studies Junior High School Teachers:  
Focusing on the relationship between practice and life history based  
































































































A教師（20 代後半男性） B教師（20 代後半男性） C教師（30 代後半男性）
現任校 公立中学校 公立中学校 私立中高一貫校
教職年数 3年目 2年目 ※① 10 年目
専
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社会人経験 なし なし 企業（4年）


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ため，観点 12 から 15 の
項目に対して個別に改善
を加えるのではなく，授
業観や目標に照らして学
習者の理解や学習内容，
説明，問い，教材につい
てそれぞれの関連をふま
えた改善を試みている．
・授業の事実，分析，改
善が区別されておら
ず，授業実践で感じた
ことが言語化される．
・提示された問いや説明
の指導技術に関する部
分についての改善にと
どまっている．
13 学習内容と指導方
法の関係の評価・
改善
14 学習者の理解に対
する提示した教材
の評価・改善
15 学習者と学習内容
を結ぶ問いとして
の評価・改善
（インタビューの内容をもとに筆者作成）
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とした問いの組織化」、「5学習内容の焦点化」などの視点と深く関係しており、授業実践から
も知識の構造に基づいた授業構成を重視していることがわかる。
③ C 教師の授業開発・改善の特色
　授業の開発にあたって、C教師は、教科書の記述内容から習得させたい知識を抽出し、単な
る暗記にとどまらず、学習者が興味を持ち、主体的に考えることのできる授業になるように計
画する。そのために、C教師は、学習者の興味をひきつける教材を、資料集やニュースなどか
ら収集する。また、一問一答形式の授業にならないよう、社会的事象の背景を説明したり、学
習者自身に価値判断させたりする。このように、C教師は、学習者に興味や関心を持たせ、主
体的に考えさせる授業を開発する。授業の改善にあたって、C教師は、授業の事実と分析、改
善が区別されていなかったが、授業実践を通して感じたことを言語化することで、授業の振り
返りを行っていた。また、授業観や本時の目標との関連が示されなかったが、写真等の資料の
扱い方や話術といった、個々の指導技術についての評価・改善を述べた。
　C教師の「学習者の関心を高める教材研究」という回答は、「3学習問題に対する教材研究」
や「8学習内容への動機づけとなる教材の選択」などの視点と深く関係し、授業実践において
もニュースなどを積極的に取り入れ、自分はどう考えるのかということを重視していることが
わかる。
（3）各教師の授業開発・改善の独自性
　このように経験の浅い中学校社会科教師は、多様な視点で授業開発・改善をしていることが
わかる。それぞれの授業開発・改善は多様であり、それぞれの授業実践に特色がみられた。ま
た、各教師は個々の視点を同じレベルで捉えるのではなく、視点の比重は異なっていた。これ
らは、授業観が多様であることによるものであり、それぞれの授業者が授業開発・改善の視点
について状況に応じて必要な調整を施しながら応用しているからである。これらのことから、
経験の浅い中学校社会科教師の多様な授業実践は、他者にはない授業開発・改善の視点によっ
て生み出されているというより、授業開発・改善のどの視点を重視しているのかによって生み
出されているのではなかろうか。
5 ．授業開発・改善とライフヒストリーとの関係
　3名の教師の授業開発・改善の具体から、それぞれの教師の授業実践の特色を抽出した。こ
れらの特色が生み出されている要因を、教師のライフヒストリーに着目して検討していく。そ
して、各教師のどのようなライフヒストリーが、経験の浅い中学校社会科教師の多様な実践を
生み出しているのかを探っていく。
（1）A 教師の「学習者の経験を中心とした授業構成」を生み出すライフヒストリー
　A教師は自身のライフヒストリーについて、表 24のようにインタビューで語った。A教師
は、「被教育者としての経験」として、中学生時代の社会科授業において、グループ活動を取り
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入れられた授業が印象に残っており、「わりと好き」であると肯定的に述べ、一方で空所補充の
ワークシートで進められた高等学校の世界史授業について、批判的に述べた。こうした被教育
体験を批判的に捉えつつ、授業を実践している。
　そして、A教師自身の「学習者の経験を中心とした授業構成」を生み出すきっかけとなって
いるのは、「社会科という教科について学んだ経験」「研究や調査の手法を学んだ経験」「研究校
の授業参観」である。A教師は、教育実習時に、現在所属する県の研究組織によって発刊され
ている著書を読み、社会科授業の学習過程や学習構造について学び、現在でも社会科授業づく
りにおける拠り所となっている。そして、学習者の経験や問題解決を重視するきっかけとなっ
たのが、大学時代に受講した身近な地域へのフィールドワークを行う講義である。この講義の
フィールドワークを通して、個人やグループで問題を実際に解決することの大切さを経験した。
また、富山市立堀川小学校や奈良女子大付属小学校といった問題解決学習の実践を参観するこ
表 24　A 教師の授業開発・改善に影響を及ぼしている経験
経験 A教師の語り
被教育者と
しての経験
中学校の時の社会はわりと好きで，高校に入った時の世界史の先生が，空所補充のワークシ
ートに括弧がいっぱいあって，そこの括弧の中身を先生が言っていくだけの授業だったので，
これも失礼ながらすごく面白くないとすごく思って，なんで中学校の時はそんなんじゃなか
ったと思うんです．あまり具体的には覚えてはいないんですけど，でもそこで中学校と高校
のものすごい大きなギャップを感じたので．だから，中学校の時は考えたりグループ活動が
多かったような気はします．
社会科とい
う教科につ
いて学ぶ
教育実習の時に，大学 3年の時にしました．それまでに大学図書館に，構想力を育てる社会
科，構想力を育てる社会科，なんだかな，すいませんタイトルは正確に覚えていないですけ
ど，その香中社の先輩方が出している本があって，あと二層四段階の学習構造だったかな，
があって，でそこに，まあ二層四段階，二層とは何だ，四段階の学習過程，構造とは何やっ
ていうことを書いてあったんです．
研究や調査
の手法を学
ぶ
瀬戸内海の豊島をフィールドにして，離島の教育問題とか，医療に関することとか，あと食
料供給源というか，そういう離島が抱えている問題を中心に扱っていく．（中略）豊島での
こうフィールドワークを通して，その自分で発見したものを，これ問題なんじゃないんか，
じゃあこれ解決するためにはどうすればいいんかっていう風なことを，そのグループで考え
て，また現地の人と関わりながら，っていう風なことが一番多かったかなあと思います．（中
略）一言で言うと，やはり外に出ていくことが多かったし，そういう授業を自分で選んでと
っていたように思います．
授業の参観 子どもたちが自らこう疑問を持って，こちらがその時間に考えさせたい内容を生徒にぶつけ
ると言ったら，ちょっと乱暴ですけど，多いと思ってたんですよ．じゃなくて，もう子ども
たちがえっそれなんでなんってなるようにそういう子どもたちを育てるにはどうしたらいい
かっていうのを，そのM先生のところに行ったら，奈良女子大附属小学校とか，富山の堀
川小とかのことがあったので，じゃあちょっとそこM先生のとこで見てみようかな，勉強
してみようかなっと思って，M先生のところで，その奈良にも行きましたし，富山にも行き
ましたし，そこで見聞きしたものは結構衝撃的でした．
他者との授
業改善
地球儀の後の討議の時だったと思うんですけど，僕は学生時代か，最初の教育実習の時から
こだわる癖があるんだ．これと決めたら，それにこだわってやってしまう癖があるという風
なことを，T中学校の K先生にご指摘いただいて，あっそうなんやって思ったんです．（中
略）普通の生活を送っていた時に，あっこれ使えるかもって思って，うちの社会の先生に，
それこそ昨年度だったら初任者担当の先生だったら，隣にいてくださったので，その先生に
これ使おうかなと思うんですけど，どんなんですかね．おおいいんじゃない．で，スーパー
行ってお肉の価格の違いから授業を始めた方が，前にいらっしゃったらしくて，それ面白か
ったよって．やってみたらって．ああそうですねやってみます．見つけたのは，たぶん僕の
が先，その，僕が聞いて見つけたんじゃなくて，見つけて聞いて確認という方だったと思う
んですけど．
（インタビューより一部抽出）
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とで、学習者自身の経験や疑問をもとに追究することを中核とした授業に衝撃を受け、授業や
生活指導にも少なからず影響を及ぼしていると感じていた。こうした経験から、初任者担当教
員や県の研究組織の教員、同僚らとの授業改善において、学習者の生活経験やフィールドワー
クなどは改善の視点にもつながっている。
　以上のことから、A教師の授業開発・改善の特色を生み出しているのは、フィールドワーク
や問題解決学習の授業実践の参観といった経験である。これらは、大学や大学院での専攻との
かかわりというより、A教師自身が実際に行って学び、社会について学ぶことの意味を感じ、
問い直した経験であると捉えられる。このように、実際の社会の中で問題解決に取り組んだ経
験は社会科の学びを学校外での使える学びとして見出し、また実際に学校現場で取り組んでい
る実践を見ることで、A教師の授業観が形成され、授業実践が行われているのである。
　こうした経験により、A教師は、学習者の発言を取り入れたり、身近な生活を教材として取
り入れたりするなど、学習者に寄り添った授業開発・改善を行っているのである。
（2）B 教師の「知識の構造に基づいた授業構成」を生み出すライフヒストリー
　B教師は自身のライフヒストリーについて、表 25 のようにインタビューで語った。B教師
は、「被教育者としての経験」として、中学生時代の社会科授業がプリントの空所補充によって
進められた授業を批判的に捉え、教科書の内容の解説をするだけの授業にならないように心掛
けて、授業を実践している。
　そして、B教師自身の「知識の構造に基づいた授業構成」を生み出すきっかけとなっている
表 25　B 教師の授業開発・改善に影響を及ぼしている経験
経験 B教師の語り
被教育者と
しての経験
中学校の授業振り返って，2年 3年全部先生が違ったんですけど，特にそれはあの，自分に
とって真似しようと思うような授業ではなくて，これを，これがまあ一般的な社会科の授業，
まあ要するに，指導書に書かれているような，板書計画を，黒板に写して，黒板の内容を書
き取らせる，で若干補足説明する．そういう授業があったりとか，まあ先生がプリント作っ
てくれはって，それは，語句を埋める穴埋めプリント，そういう風な，まあ教科書に書いて
ある内容の解説型の授業が中心になっとって，特によかったなあっていう記憶もなくて，自
分自身は，授業する際には，こういう授業はしないようにしようという風には，あの思うと
いうか，今は逆にいうたらまあ反面教師というか，そういった授業でした．
社会科とい
う教科につ
いて学ぶ
僕自身はもっと広い意味で社会科を考えていきたい，社会科はそもそも何だろうかっていう
のは疑問に思ってたので，広い視点から，社会科捉えたい，社会科っていったい何をする教
科なのか．何のために，いったい何をする教科なのか．ただ，教科書に書かれてる知識，な
んでその知識を覚えなあかんのか，なぜ地理，歴史，公民なのか．まあそんないろんなまあ
漠然とした疑問を持ってる中で大学進学して，授業で，アメリカの一つ研究論文，読んだん
ですけども，その研究の内容は，難しかったんですけど，自分が，疑問に思ってる問題意識
っていうのを突き詰めていったら，あの追い求めていけるような，ものだったので，そのアメ
リカの一人の教育学者（筆者註：WalterC.Parker）のその論文を追って行こうと思いました．
教育困難な
学習者との
出会い
僕今年も担任で去年も担任さしてもらって，去年は 2年生で，いきなり入ってね，もう去年
は本当に，なかなか授業を成り立たせるので精一杯で，授業中やのに立ったり座ったり前出
てきたりね，黒板に勝手に書き出すとか，走り出す子もいてもう，何とかね，ちょっと，授
業プリントを作って，それを教えてって，いうので精一杯やったんですけど．（中略）まあ
手を止めて，ボーっとするんじゃなくて，書く時は書く，色塗るときは塗る，話，先生が話
した時に，それに対してちゃんと答えてくれる考えてくれる，それをね，プリントに書いて
くれる，それをちゃんとできたらいいかなあと思います．
（インタビューより一部抽出）
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のは、大学・大学院時代に「社会科という教科における学びとは何か」ということと向き合っ
た経験である。B教師は、大学院生時代に、「社会科っていったい何する教科であるのか」とい
う疑問や問題意識を持っていた。こうした問題意識のもと、B教師は、WalterC.Parker氏のシ
ティズンシップ形成論に関する論文と出会い、研究した。また、森分孝治氏や池野範男氏らを
はじめとした、社会科教育学に関する文献について購読したことも、自らの授業開発・改善に
影響を及ぼしていると語る。特に、森分孝治著『社会科授業構成の理論と方法』については、
社会科という教科について学ぶ「スタート地点」であると述べた。これらの経験は、授業改善
においても、授業の事実と分析を区別し、目標、内容、方法の一貫した改善の視点を持ってい
るところにもつながっているのである。
　しかし、B教師は大学院修了後すぐの初任の頃、学習者が立ち歩くなど、授業が出来なくな
るという経験した。こうした経験をふまえ、社会科の学習内容に着目した授業構成だけでなく、
プリントに色を塗る場面を作るなどの学習者の実態に配慮した授業構成を心掛けるなど、指導
技術にも着目し改善するようになった。
　以上のことから、B教師の授業開発・改善の特色を生み出しているのは、知識の構造化を含
めた社会科授業論や社会科という教科について学んだ経験である。知識の構造化が授業開発・
改善の中心に置かれているのは、このためである。一方で、教育困難な学習者との出会いを通
して、理論を知るだけでは、学校現場で通用しないことを実感している。こうした実態をふま
え、自身の授業観である「社会のことがわかる授業」を中心とした理論と実践の往還を行い、
目の前の学習者が内容を理解できるように、視聴覚教材等を取り入れた授業開発・改善を行っ
ているのである。
（3）C 教師の「学習者の関心を高め自分事として考える授業構成」を生み出すライフヒストリー
　C教師は自身のライフヒストリーについて、表 26 のようにインタビューで語った。C教師
は、「被教育者としての経験」として、小学校や中学校の社会科授業では、身近な教材を取り入
れることで学習者に興味を持たせる授業であったと振り返り、「楽しかった」と肯定的に捉えて
いる。また、C教師は、教師になる前に企業で勤務していたことで、社会科で学んだ内容がど
のような場面で社会に役立つのかということを実感した。さらに、外国の人と出会い、自国の
歴史をふまえて自らの意見や考えを話す姿を目の当たりにし、日本の歴史をふまえて物事を考
えることの重要性も実感した。こうした経験から、実社会での自分自身の経験から社会科で学
べることは何か、どのような学ぶ意味があるのかを見いだし、また興味・関心を学習者に持た
せることで、社会のことについて主体的に考えられる授業構成を意図している。
　さらに、教師になり、現任校で勤務するまで他教科の教師であったが、前任校において、生
徒指導中心で「授業も成立させるのでいっぱいいっぱい」という経験をした。その際に、実社
会での経験は、社会科を教えるほうが将来生きていくための力を身につけさせることができる
のではないかと、社会科や高等学校地理歴史科、公民科の教師となったきっかけにもつながっ
ている。
　以上のことから、C教師の授業開発・改善の特色を生み出しているのは、C教師自身が、企
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業に就職し学んだ内容と社会科学習とのかかわりを実感したことや、外国人と出会い自国の歴
史をふまえて、物事を考え、主張できることが、将来を生きる学習者に求められる姿であると
実感した経験である。また、小学生や中学生時代に学んでいた社会科授業において、身近にあ
る教材を通した社会科学習の楽しさを実感したことから、「学習者が学習内容に興味を持ち、主
体的に考えることのできる授業」を目指し、日々の授業実践に取り組んでいる。
（4）経験の浅い教師にとっての拠り所となる多様なライフヒストリー
　経験の浅い中学校教師にとっての授業実践は、初めて担当する学年の授業であれば、授業実
践の蓄積がなく初めて教材開発をすることとなる。そういった状況の中で、何を拠り所とし授
業開発・改善を行っているのだろうか。
　第一に、被教育者としての経験である。小中学校時代に、自分自身が受けてきた授業を相対
化し、授業のあるべき姿を捉えている。肯定的に捉えれば、理想の授業として受け入れ、追試
といった形で取り組まれることもある。一方、否定的に捉えれば、改善点を検討し、よりよい
授業の姿を構築していく。経験した授業は様々であり、捉え方も様々ではあるが、3名の教師
とも被教育者としての経験は、各々の授業に影響を及ぼしている。
　第二に、社会科での学びに意味を見いだすことができた経験である。A教師はフィールドワ
ークでの経験や理想とする授業実践の参観をした経験が、B教師は社会科教育学の理論に触れ
表 26　C 教師の授業開発・改善に影響を及ぼしている経験
経験 C教師の語り
被教育者と
しての経験
今こうやって社会科の教員してるのは，やっぱり小学校中学校で鹿児島にいたのが，すごい
歴史に興味を持ったのが，大きいと思ってます．（中略）社会科の授業いうても，その郷土
の，その西郷隆盛とか小松帯刀とかが，メインで進んでいったりとかすることもよくあった
し，道徳のそうですね，薩摩の男とはこうあれとかいうことずっとやってたんで，すごいそ
れが楽しかったですね．（中略）学校の中でも島津斉彬公の御陣跡があったり，薩英戦争の
時の砲台跡がすぐ学校の近くにあったりで，そういう何というんですか，興味のひき方を，
「お前らあれ何か知ってるか」みたいなんで，そこだけじゃないですけど，このまず，まず
はどう―今でいえば導入の部分で，みんなが「えっ」てなってから入っていってたっていう
ので，そういう，今と違って，周りにそういう，教材というか題材がいっぱいあったんやろ
なと，思いますね．
実社会での
経験
社会出てからですね．社会っていう教科がこんなに自分のためになってたんやっていうのは，
H（（会社名））で 4年，勤務したことなので，まあ特に経済面ではそうですね．会社がどう
利益を上げるのかとか，株式とかあるんですけども，そういうのも，ああこれ習った習った
と，もっとやっとけばよかったっていうのがあったんで，子どもたちが将来，社会出て役立
つかっていうのがある．もう一つは，あの，外国の方と，行ったら，留学生の方とかもいま
すし，そういうサッカーの話し合いで海外の方も入ってきたりするんですけども，でまあそ
の授業の後とかで，食事行ったり飲みに行ったりしたら，やっぱり自分の国の歴史のことを，
すごい自慢げに教えてくださるんですけど，僕らそう言われたどうなんかなっていうのがあ
りまして，その国際社会とかいうんですけど，まあその前にまず，英語がとかいう前に，自
分の国の歴史をちゃんとしゃべれる人になってほしいなっていう思いからですかね．だから，
全部卒業してから，特に強く思ってます．
教育困難な
学習者との
出会い
生徒指導がメインだったと思いますね．話せばわかるが一番いいんですけども，なかなかそ
の前にまず生活習慣を身につけさせることがメインでやったんで，かなり厳しく指導はして
ましたね．授業も，成立させるのでいっぱいいっぱいというか．（中略）社会の方が，こう
もっといろんなこと教えてあげれるんじゃないかなという思いがあって，将来生きていくた
めの力，やっぱり，社会科の方がいけると，という教えるということで，はい．
（インタビューより一部抽出）
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たり研究を深めたりした経験が、C教師は企業就職や外国人の方と出会った経験がそれぞれに
とって社会科での学びの意味に気づくことができた経験であった。これらの経験については、
B教師のように研究履歴そのものが授業観の形成や授業実践に影響をしている場合もあるが、A
教師や C教師のように必ずしも大学・大学院の専攻が影響しているのではなく、実社会での経
験を通して社会科の学びとのつながりや学ぶ意味に気づいたことが授業観の形成や授業実践に
影響している場合もある。こうしたことから、大学や大学院の学びだけでなく、実社会での経
験や個人的な生活経験においても、学びの意味を問い直すことで授業観形成の契機となりうる
ことが明らかとなった。
6 ．本研究の成果と課題
　経験の浅い中学校社会科教師の授業開発・改善に関する事例研究を通して得られた成果は、
以下のようにまとめられる。第一に、3名の教師の授業実践や語りから、比較分析の視点を抽
出したことである。抽出された視点は、中堅教師や熟練教師の視点にもつながりうるものを身
につけて、授業開発・改善が行われていた。また、比較分析の視点をあらかじめ設定するので
はなく、3名に共通する視点を抽出することで、優劣ではなく、各教師の多様な授業開発・改
善として捉え、その上でのちがいを検討することが可能であった。その結果、経験の浅い中学
校社会科教師は、個々の視点を関連させた授業開発・改善を行っているが、自らの授業観に応
じて、個々の視点の比重は異なることも明らかとなった。このような違いを捉えることは、各
教師固有の成長における個別最適化された授業改善につながるのではなかろうか。第二に、ラ
イフヒストリーの中でも、社会科での学びに意味を見いだせた経験が授業観や授業実践に影響
を及ぼしていることである。そしてこれらの経験は、自らの授業観の拠り所となっている。ま
た、この経験は、決して大学や大学院での専攻や研究履歴、過去の授業実践だけにとらわれず、
実社会での経験や個人的な生活経験においても授業観形成の契機となりうるのである。
　今後の課題として、第一に、授業開発・改善の視点について、グラウンデッド・セオリーの
特性から、多様化する学校現場の状況の中でどの程度実践的活用ができるのかについて、学校
現場の実践状況からさらなる検証を通して、精緻化を試みる。第二に、キャリアステージの異
なる教師など、異なる研究対象との比較分析を通して、共通点を検討することでより一般性の
高い理論の生成を目指すだけでなく、相違点から教師の専門性の開発や発達を促す新たな視点
を検討する必要もある。また、本研究の研究協力者が、今後どのような授業実践を積み重ねる
ことで、どのように変容していくのかについて検討することで、授業実践を蓄積することと授
業力向上との関連を探るといった継続的な研究も必要であると考える。
【謝辞】
　本稿執筆にあたり、A教師、B教師、C教師には、本研究の目的や意義、研究成果の公表についてご理
解いただき、ご多忙な中インタビュー調査や授業参観等をはじめとした本研究に快くご協力いただきまし
た。感謝申し上げます。
経験の浅い中学校社会科教師の授業開発・改善の事例研究
277－ －
【註】
1）ライフヒストリーの意味は多義的である。例えば、個人の一生の記録や個人の生活の過去から現在に
いたる記録という意味で用いられることがある。谷富夫編（2008）『新版ライフヒストリーを学ぶ人の
ために』世界思想社、p.4。本稿では、現在の授業開発・改善に至るまでの記録とし、範囲を限定して
いる。
2）峯明秀（2012）『社会科授業改善の方法論改革研究』風間書房、p.1。
3）𠮷川幸男（2014）「学校の今日的状況と社会科授業の研究―シンポジウムの趣旨とまとめ―」全国
社会科教育学会編『社会科研究』、80、pp.2－4。
4）同上
5）村井大介（2012）「社会科教師の専門性に関する言説の展開とその課題―社会科教師研究における新
たな方法論の確立を見据えて―」中等社会科教育学会編『中等社会科教育研究』、31、2012、p.71。ま
た、桐谷正信は全国社会科教育学会の学会誌である『社会科研究』をレビューし、教師教育研究が他
の領域（授業論やカリキュラムなど）と比べてほとんど行われていないことを指摘している（桐谷正
信（2012）「『社会科研究』にみる社会科教育研究の動向」全国社会科教育学会編『社会科教育論叢』、
48、pp.67－76）。その後、渡邉巧のレビューでは、教師教育研究の中でも、特に教師の専門性開発に関
する研究が 2000 年代後半から急速に発展を遂げる一方で、諸外国と比較すると日本の教師教育研究が
発展途上であることを指摘している（渡邉巧（2017）「日米における社会科教師教育研究の発展と課題
―研究対象として教師教育を捉える―」全国社会科教育学会編『社会科教育論叢』、50、pp.91－100）。
6）久保田貢（2007）「『机化』する子どもたちを起こす社会科教育の特質と教師の発達についての研究―
井ノ口貴史へのライフヒストリー的アプローチ―」日本社会科教育学会編『社会科教育研究』、102、
pp.25－36。
7）五十嵐誓（2007）「社会科教師における教師の職能発達に関する調査的研究（4）」『東北大学教育学研
究科研究年報』、55（2）、pp.109－129。五十嵐氏は同様の手法を用いて、小学校教師2名と高等学校教
師 2名についての結果を別稿で示している。また、それらをまとめ、五十嵐誓（2011）『社会科教師の
職能発達に関する研究―反省的授業研究法の開発』学事出版、を著している。
8）村井大介（2012）「公民科教師の教科観の特徴とその形成要因―教師のライフヒストリーの語りに着
目して―」日本公民教育学会編『公民教育研究』、20、pp.49－66。
9）村井大介（2014）「地理歴史科教師の歴史教育観の特徴とその形成要因―教師のライフストーリーの
聴き取りを通して―」全国社会科教育学会編『社会科研究』、81、2014、pp.27－38。
10）岡島春恵（2018）「中学校社会科教師の教科観の形成に関する事例研究―教科関係性の多層性と多面
性に着目して―」、88、pp.13－24。
11）社会科教師は公的カリキュラムの伝達者ではなく、社会科のねらいについて考え、目標、教科内容、教
育方法を考察・判断する、主体的なカリキュラムと授業の調節者として、授業をデザインすることが
求められる。スティーブン・J・ソーントン著、渡部竜也・山田秀和・田中伸・堀田諭訳（2012）『教
師のゲートキーピング：主体的な学習者を生む社会科カリキュラムに向けて』春風社。
12）草原和博（2012）「多文化的性格の地域を教師はどのように教えるか―社会科教師の意思決定の特質
とその要件―」日本社会科教育学会編『社会科教育研究』、116、pp.57－69。また、歴史学習材や公民
学習材を開発・作成し、社会科教師のカリキュラムデザインを分析し、意思決定の特質やその要因を
明らかにしている。草原和博ほか（2014）「社会科教師はどのようなカリキュラムデザインが可能か
―歴史学習材の開発と活用の事例研究―」『学校教育実践学研究』、20、pp.91－102。草原和博ほか
（2015）「社会科教師はどのようなカリキュラムデザインが可能か（2）―公民学習材の開発と活用の
事例研究―」『学校教育実践学研究』、21、pp.83－96。
13）草原和博（2012）「多文化的性格の地域を教師はどのように教えるか―社会科教師の意思決定の特質
とその要件―」日本社会科教育学会編『社会科教育研究』、116、pp.57－69。
西　口　卓　磨
278－ －
14）大坂遊（2016）「教職課程入門期における社会科教員志望学生の社会科観・授業構成力の形成過程とそ
の特質―被教育体験と大学カリキュラムの関係に注目して―」全国社会科教育学会編『社会科研
究』、85、pp.49－60。
15）ドナルド・ショーン著、佐藤学・秋田喜代美訳（2001）『専門家の知恵』ゆみる出版がある。また反省
的実践家に関しては、ドナルド・A・ショーン著、柳沢昌一・三輪建二監訳（2007）『省察的実践とは
何か』鳳書房も出版されている。
16）研究例として胤森裕暢・田中泉（2017）による入職期にある社会科教員の授業力向上に向けた校内研
修や支援の体制などの手だてを明らかにしている。胤森裕暢・田中泉（2017）「入職期における中学校
社会科教師の職能発達に関する研究」『広島経済大学研究論集』、40（2）、pp.43－51。
17）M-GTAは、データに密着した分析から独自の理論を生成する質的研究法の一つである。M-GTAは、
1960 年代にグレーザーとストラウスの 2人のアメリカの社会学者によって提唱されたオリジナル版を
もとに、木下康仁氏によって提唱された。主な著書に、木下康仁（2003）『グラウンデッド・セオリ
ー・アプローチの実践』弘文堂等がある。
18）木下康仁（2003）『グラウンデッド・セオリー・アプローチの実践』弘文堂、pp.30－32
19）木下康仁（2007）「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の分析技法」『富山大学
看護学会誌』、6（2）、pp.1－2。
